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研究成果の概要（和文）：われわれは，ロールシャッハ・テストの解釈の妥当性を高める方法としてデータベースの応
用を提案した。データベースに蓄積された豊富なデータは，解釈のための客観的な根拠となり得る。今回の研究期間に
おいては，このデータベースを用いて，以下の研究を行った。すなわち，（１）ロールシャッハ人間運動反応における
可視性および活動性概念の提案と，それらの精神病理査定への応用の検討，（２）ロールシャッハ・テストにおける動
物・無生物運動反応の解釈仮説の再検討，（３）TATとの比較を通じて行われたロールシャッハ・テストが映し出すパ
ーソナリティの特徴の検討，の３点である。

研究成果の概要（英文）：We suggested the application of the database as a method to enhance validity of in
terpretation of the Rorschach. An enormous amount of information stored in the database could be objective
 evidence for interpretation. In this period, the following researches using this database were conducted:
 (1) proposition of the concept of visibility and activity in the Rorschach human movement response, and d
iscussion of their application to psychopathological assessment, (2) reexamination of the interpretation h
ypothesis of the animal and the inanimate movement responses in the Rorschach, and (3) examination of the 
personality features described in the Rorschach through comparing with TAT.
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１．研究開始当初の背景 
ロールシャッハ・テストは，国内外の多く
の調査が示すように，心理臨床の場では極め
て使用頻度が高い。しかし，科学性の点でこ
の検査は現在さまざまな批判にさらされて
いる。なかでも特に重要な批判は解釈の妥当
性に関する問題である。つまり，解釈者側の
要因（主観，テスト経験の質と量）が査定結
果に重大な影響を及ぼしたり，Exnerの包括
システムに代表されるような定式化された
解釈方法がときに被検者を過度に病的に評
価するといった問題である。ロールシャッ
ハ・テストの使用頻度の高さに鑑みて，この
ような問題は早急に検討されねばならない。 
そこで，本研究では，解釈の妥当性を高め
る方法としてデータベースの応用を提案す
る。すなわち，データベースに蓄積された膨
大な情報（反応逐語録，反応領域の画像デー
タ，スコア，被検者の年齢，性別，教育歴，
精神医学的診断の有無等）を規準として位置
づけ，いま問題としているプロトコルがどの
ようなタイプの集団に出現しやすいタイプ
のものなのか，あるいは集団全体の中のどこ
に位置づけられるのかを検索し，その結果を
参考にして解釈をすすめるという発想であ
る。データベースに蓄積された豊富なデータ
は，いま問題としているプロトコルを解釈す
るにあたって客観的な根拠となり得る。 
ロールシャッハ・テスト研究に応用された
従前のデータベースは，Exnerのそれに代表
されるように，主としてスコアのみが扱われ，
反応逐語録や領域の画像などにはあまり目
が向けられていなかった。つまり，言語や画
像データは電算化しにくい性質をもつため，
従来の研究はこれらを積極的に扱おうとは
しなかった。しかしながら，スコアとは被検
査者の与えた言語表現や，被検者の指示した
図版の一領域に便宜的に与えられたもので
あることを考えるならば，スコアのみならず，
その元にある言語や画像データそのものを
直接に扱おうとするわれわれの試みは，スコ
アリングに介在する余計なアーティファク
トを排除した，より精度の高い分析を可能に
する。このような背景から，われわれは本研
究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，ロールシャッハ・テスト
の解釈の妥当性を高める方策として，データ
ベースを用いた解釈方略を構築することで
ある。すなわち，膨大な情報を利用して，い
ま目の前にあるロールシャッハ・プロトコル
の客観的な位置づけを把握することにより，
解釈の妥当性を高めようとする試みである。
膨大なデータから引き出される情報は，解釈
のための客観的かつ明確な根拠となる。この
試みは，昨今のロールシャッハ・テスト解釈
の妥当性に関する批判に応えるものである。 

 
３．研究の方法 

本研究を遂行するにあたって必要な手続
きは，(1)データベースへの登録データの補充，
(2)データベース機能を駆使した新たなロー
ルシャッハ分析・解釈法の提案，(3)データベ
ースに登録された膨大なデータに基づく，上
記の分析・解釈法の妥当性検証，の 3点であ
る。(1)の作業は，将来の標準化を視野に含め，
規準となる非患者群のデータ収集と登録を
中心に行った。(2)と(3)の詳細については，以
下の研究成果に示した。 
 
４．研究成果 
4-(1) データベースへの登録状況 

2014年 6月 26日現在，われわれのデータ
ベースには，非患者 429 名，不安障害圏 72
名，精神病圏 81 名，パーソナリティ障害圏
20名，その他の精神疾患（発達障害を含む）
67 名，総計で 669 名のロールシャッハ記録
が登録されている。登録されたロールシャッ
ハ反応数の合計は 15,392 個（１人あたりの
反応数の平均は 23.01）となり，これらすべ
ての反応について逐語記録（言語データ），
反応領域図（画像データ），スコアが保存さ
れている。なお，規準を構築するために収集
した非患者群のロールシャッハ記録は429名
（男性 156名，女性 273名）に及び，その平
均反応数は 23.51個（標準偏差=13.18，範囲
10-96），平均教育年数は 13.95年（標準偏差
=1.70，範囲 9-21）となった。しかし教育水
準が相当に高く（4 年制大学卒業以上に該当
する人が 95名含まれる），女性が多いという
点で，このデータには偏りがあるといわざる
を得ない。それゆえ今後は，本邦の人口比率
に照らして協力者をバランスよく募ること
が課題となった。 
 
4-(2) ロールシャッハ人間運動反応における
可視性・活動性とその解釈仮説 
上記のデータを用い，今回の研究期間は以
下の研究を行った。まず，データベースに蓄
積された豊富な言語データを利用し，人間運
動反応（以下，M と略）の内容を検討した。
M反応は，ロールシャッハ・テストの分析・
解釈においてきわめて重要な変数として位
置づけられるが，その内容の解釈仮説は十分
に検証されているとは言い難い。そこで本研
究では，新たに提案した可視性（visibility）
という概念と，従来からM反応の内容分析の
一環として用いられてきた活動性（activity，
すなわち active-passive）という２つの概念
を取り上げ，各精神疾患群の反応傾向に基づ
いて，それらの解釈仮説を吟味した。 
4-(2)-① 可視性 
可視性とは，M の構成要素である運動を，
可視的な筋肉運動（「叩く」「跳ねる」），思考
や感情などの精神の活動（「怒る」「悩む」），
そしてその両方の複合（「怒って叩く」）の 3
種類に区分したものである。つまり，この概
念は，当該の運動が目に見えるか否かを問う
ものである。この観点から，可視的な運動で



ある第一のタイプの反応を顕在型（manifest 
type），直接観察できない心の動きを意味す
る第二のタイプを精神活動型（intrapsychic 
type），第三のタイプを複合型（combined 
type）と命名した。 
この可視性の概念および分類法の基礎と
なったのは，データベースに蓄積された 559
名のロールシャッハ記録である。筆者はこの
記録の中からM反応 2,136個を抽出し，それ
らがどのような言語で構成されているのか
について，データベースの言語検索を用いて
検討した。主に動詞に焦点を当てて分析を行
ったところ，顕在型の運動を表す動詞（例え
ば「跳ぶ」「踊る」）が 314種，精神活動型の
動詞（例えば「愛する」「困る」）が 95 種，
単語として複合的なニュアンスを持つ動詞
（例えば「威圧する」「おどける」「しょんぼ
りする」など）が 89種，特定された。 
可視性の観点に基づく内容分析を，各精神
疾患群（不安障害群：53名，統合失調症群：
51名，境界性パーソナリティ群：20名），お
よび比較群として非患者群（118 名）に適用
した結果，不安障害群には比較的質の高い顕
在型が，境界例群には質の低下した複合型と
精神活動型が，統合失調症群には了解不能な
精神活動型が多く出現することが認められ
た。ここから，M反応は，顕在型→質の低下
した複合型→精神活動型の順で適応水準が
低くなることが示唆された。さらに，この結
果はインクブロットに知覚された人物像へ
の同一化の質という観点からも検討された。
すなわち，顕在型は人間像の可視的な動きを
生き生きと感じとりつつも，現実吟味の機能
が適切に機能し，現実の刺激と被検査者との
間に明確な一線が引かれていることを示し
ており，その意味でもっとも健全な同一化の
形態である共感性を反映するものであると
考えられた。一方，質の低下した複合型は自
らの空想や願望と対象とのそれとの区別が
やや曖昧になっていること，さらに精神活動
型になると，自他の境界がほとんど失われて
いることを意味すると仮定された。したがっ
て，この２つのタイプは不健全な同一化の形
態である「投影同一化」（質の低下した複合
型）や，自他の区別がほぼ喪失された「自我
意識障害（Schneider, 1934）」（精神活動型）
を反映すると考えられた。 
4-(2)-② 活動性 

M 反応における活動性概念（active と
passive）に注目した。これは，Rorschach,H. 
から Exner, J. E. に至るまで，さまざまな研
究者によって取り上げられてきた概念であ
るが，その解釈仮説はもとより，分類基準さ
えも明確にされていない。そこで本研究では，
過去の文献にあたりながらその定義および
分類基準，そして解釈仮説について整理する
とともに，実際の精神病理群のデータに基づ
き，精神病理という観点からその仮説の妥当
性について検討した。まず，過去の文献を精
査し，activeは「動的，あるいは能動的（意

図的・意識的）な筋肉運動・精神活動」，passive
は「静的，あるいは受動的（非意図的・反応
的・不随意的）な筋肉運動・精神活動」と定
義するのが適切であると判断された。ついで，
先述のデータベースに蓄積された合計559名
のロールシャッハ記録から，activeに該当す
る動詞 370種，passiveに該当する動詞 131
種を特定し，これを分類の基準として位置づ
けた。さらに，これらの作業と並行して，活
動性概念の解釈仮説を過去の文献をもとに
再吟味した。その結果，activeの数の多さは
心的エネルギーの高さ，積極的・能動的な対
人行動を，passive の数の多さは心的エネル
ギーの低さ，消極的・受動的な対人行動を反
映するものと考えられた。 
次に，この解釈仮説の妥当性を検討するた
めに，上の定義と基準を用いてM反応を分類
し，実際の精神疾患群（4-(2)-①を参照）の出
現頻度を検討を調べた。結果として，不安障
害群はすべての群の中で active がもっとも
少なく，passiveがもっとも多かった。一方，
境界性パーソナリティ障害群は，逆に４群の
中では activeが突出して多く，passiveがも
っとも少なかった。過去の文献に記載された，
不安障害患者や境界性パーソナリティの行
動特徴に照らしてみると，上の仮説（すなわ
ち，active と対人場面での積極性，passive
と消極性）は一定以上の妥当性を有すること
が認められた。一方，統合失調症群には有意
な特徴を見出すことができなかった。これは，
一部には統合失調症群が多様な病型から構
成されていることに由来すると考えられた。 
4-(2)-③ 可視性と活動性の２軸からなる精
神病理査定の試み 
可視性と活動性という２つの概念を組み
合わせることによって，さらに豊かなパーソ
ナリティ情報を引き出すことができる。そこ
で本研究では，活動性を縦軸，可視性を横軸
とした座標から，各病理群の特徴を検討する
ことを試みた。これは，当該プロトコルの全
体の中での位置づけを視覚的に瞬時に把握
できるため便利な方法と言えよう。 
この試みを実行するために，下記のような
計算式を考案し，各人の結果を得点化した。
そして，この式から得られた２つの数値の座
標を平面上にプロットした。 
① 活動性得点（縦軸）＝ （active ― passive）
÷Mの総数×100 
② 可視性得点（横軸）＝｛顕在型―（0.5×複
合型＋精神活動型）｝÷Mの総数×100 

Figure 1 はこの２つの軸によって各群の
特徴を視覚的に表したものである。まず，不
安障害群は３つの精神疾患群の中でもっと
も右寄りに位置している（横軸）。つまり，
この群は，人間像に対する同一化の程度がも
っとも健全なレベルにある（言い換えると，
現実吟味力が適切に機能している）。それに
加えて，運動の活動性は突出して低い（縦軸）。
この結果から考えられるのは，不安障害群に
おいては現実吟味や自己統制といった自我



機能に問題は少ないが，全般に心的エネルギ
ーが低下し，生き生きとした対人関係を体験
することが難しくなっているということで
ある。不安障害群のM反応の印象を一言でま
とめるならば，「安定・消極的」とでも表現
できよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 1  Characteristic of the Distributions of 
Visibility and Activity Scores in Each Group 

  各群の可視性，活動性得点の分布の特徴 
 
次に境界性パーソナリティ群はかなり左
寄りの，もっとも高いところに位置すること
がわかる。すなわち，人間像に対する同一化
の程度という点でいうならば相当に不健全
なレベルにあり，活動性の点ではもっとも高
い。これは，先に述べた不安障害群の対極の
位置である。この結果から読み取れるのは，
この群の被検査者は他者との適切な距離を
喪失した激しい同一化を惹起しやすいのみ
ならず，非常に積極的な行動パターンを取り
やすいという点である。すなわち，他者に対
して内的な怒りや恐れなどの感情を投影し，
きわめて積極的（攻撃的）な行動によってそ
れに応えようとする可能性がある。このよう
な特徴を一言でまとめるならば「不安定・積
極的」ということになろう。 
一方，統合失調症群は比較的左側に位置し
ているが，活動性に関しては大きな特徴を見
出せなかった。上にも述べたように，統合失
調症群には多様な病型が含まれており，それ
ぞれ表面に表れる症状や行動特徴などが微
妙に異なるため，それがこのように大きな散
らばりを生み出したのであろう。しかし，こ
の図にはっきりと示されるように，この群は
他群に比して可視性得点の著しく低い被検
者が占める割合が大きいことは間違いない。
したがって，少なくとも自他の境界の曖昧さ
（Schneiderによる自我意識障害），そして過
度の主観性や空想性などといった可視性の
面から引き出される特徴に関しては，病型を
超えて，多くの統合失調症患者に共通するも
のといってよいであろう。 
以上，データベースを駆使し，ロールシャ
ッハ M 反応にみられる言語表現を精査する

ことにより，可視性という新たな視点に基づ
いた分析法が考案された。また，実際の精神
疾患群にこの分析法を適用し，その出現頻度
を検討した結果，可視性概念の解釈仮説が明
確に導き出された。さらに，この可視性概念
に，従来の活動性概念を加えた２軸による分
析法を用いると，M反応の分析・解釈がより
豊かになることも示された。 
 
4-(3) ロールシャッハ・テストにおける動
物・無生物運動反応の解釈仮説の再検討 
次に動物および無生物運動反応について，
文献に基づいてその解釈仮説を再検討する
とともに，データベースに蓄積された２つの
事例を通して新しい仮説を提案した。動物運
動反応（以下，FM と略）と無生物運動反応
（以下，mと略）のいずれも，反応内容に応
じて幾つかのサブタイプに分類できること，
それらのサブタイプにはそれぞれに固有の
解釈上の意味があることが示唆された。 
4-(3)-① FM反応の解釈仮説とサブタイプ 
ここでは FM反応について，文献に基づい
てその解釈仮説を再検討した。Rorschach，
Klopfer, Schachtel，Piotrowski らの文献を
精査したところ，FM 反応が衝動性を反映す
るという考え方の背景には，一般に被検査者
は動物の動きに同一化しにくいため，動物像
には自らの意識的な価値体系から排除され
たもの（すなわち，原始的な衝動性）が投影
されやすい，という仮説が存在することが理
解された。しかしながら，実際にデータにあ
たってみると，必ずしも衝動性を意味しない
と思われるFM反応も数多く出現しているこ
とが確認された。これを踏まえて，本研究は
動物運動反応について以下のようなサブタ
イプがあることを提案した。すなわち，(a) 純
粋形態反応に近い反応（第一のタイプ），(b) 
攻撃的な内容を伴った反応（第二のタイプ），
(c) 人間運動反応に近い反応（第三のタイプ）
の３種類である。そして，この３種の中では，
第二のタイプ（攻撃的な内容を伴った FM）
こそが原始的な衝動性を反映すると仮定さ
れた。この仮説については，データベースの
中から幾つかの事例を取り上げ，そこに登録
された生育歴情報と照合することによって，
検証を行った。 
4-(3)-② m反応の解釈仮説とサブタイプ 
一方，m反応についてもさまざまな文献に
あたり，まずはその解釈仮説を再検討した。
その結果，m反応とは，意志の力によってコ
ントロールしにくい力によって自らの存在
が脅かされてことを表しており，それゆえに
精神的な緊張や葛藤を意味するものである
ことが理解された。しかし，実際のデータに
基づいてm反応の内容を検討してみると，意
志の力ではまったく制御できない運動から
比較的制御しやすい運動まで，幅があること
が確認できる。これに基づき，本研究は，m
反応を(a) 自然，(b) 人工的，(c) 超自然，(d) 
受動的，(e) 重力，(f) 抽象的，という６種に



下位分類した。そして，この６種のサブタイ
プの中では，「抽象的」（例えば「安定が切り
崩されている」）が緊張の度合いがもっとも
顕著であり，「人工的」（「飛行機が飛んでい
る」）は比較的軽度であることを指摘した。
この仮説についても，データベースに登録さ
れた２つの事例をもとに検証を行った。 
 
4-(4) ロールシャッハ・テストが映し出すパ
ーソナリティの特徴―TATとの比較から― 
最後に，データベースに登録されたデータ
の中から，ロールシャッハ・テストと他の心
理テストを組み合わせて実施した事例を抽
出し，個人内におけるテスト結果の関係から，
それぞれのテストが映し出すパーソナリテ
ィの側面を質的に解明することを試みた。こ
こでは，特に同じ投映法である TATを取り上
げることにした。 
ロールシャッハ・テストは意識の深い層
（主として無意識）を映し出し，TATはそれ
よりも浅い層（主として前意識）を明らかに
する道具であるとするシュナイドマンの仮
説が一般に浸透している。しかし，実際の事
例にあたり，２つのテストが引き出した解釈
結果を検討してみると，両者をあまりにも単
純に図式化したこの仮説は必ずしも正しく
ないことが示唆された。両者から引き出され
た解釈には共通する部分が多々認められる
のみならず，事例によっては，ロールシャッ
ハ・テストに浅い部分が表れ，TATに深い部
分が映し出されることもある。それをふまえ
て，本研究は，テスト結果に意識層の深浅が
表れる理由をテストそのものに一方的に帰
すのではなく，テストの持つ課題の性質と被
検査者側のパーソナリティ要因という２点
に注目し，その相互作用という観点から考え
るのが適切であることを指摘した。 
ロールシャッハ・テストの特に形式分析は，
人が外界に関わる際の「基本姿勢」と呼ぶべ
きものを引き出すのに対して，TATはその課
題の性質上，特に人間関係のあり方を引き出
すことを得意とする。そのために，TAT は，
ロールシャッハ・テストの引き出す「基本姿
勢」よりも皮相なものを扱っているかのよう
にみなされやすい。このことがシュナイドマ
ンの説が広く浸透した背景にあると考えら
れた。 
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